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点 鐘           延岡研一会長     
 
歌 唱    ｿﾝｸﾞﾘｰﾀﾞｰ 中村太郎委員 
       
           国 歌「君が代」 
            
           Ｒ Ｓ「奉仕の理想」 
 
司会･進行  葉山稔洋ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ委員長 
 
来訪者紹介 
         人吉市社会福祉協議会  緒方  茜さん 

                 （人吉ＲＡＣ） 

 

       会長 延岡研一 
 

 先ずはご報告ですが、５月10日に姉妹クラブの

国際ロータリー第3480地区台北稻江ＲＣから100

万円の義援金が届きました。理事会において地区

の開設口座に送金する事と致しました。なお、当

クラブとして追加の義援金は行わない事としまし

た。なお、南相馬ＲＣからも当クラブを通じての

義援金の申し出が来ておりますので、入金があり

次第、同様に地区に送金いたします。 

 今日は熊本地震で被災された熊本市民病院で助

産師として勤務されている、本田菜穂子さまにお

いで頂き、一カ月遅れの「母子も健康月間」卓話

をして頂く予定でしたが、お仕事の関係でおいで

頂ける状態ではないということで、本田様の卓話

は次年度に申し送りたいと思います。 

 なお、本田様から義理の弟の水野幹事を通じて

メールが届いておりますので紹介させて頂きま

す。 

 人吉ロータリークラブの皆様へ 

 この度は、お引き受け致しておりました卓話を

お断りする事となり、大変なご迷惑とご心配を

おかけしましたことを、心よりお詫び申し上げ

ます。昨年のうちにこの卓話のお話をいただ

き、母子支援の重要性を地域の皆様にお伝えす

るいい機会を頂いたと、お話出来る日を楽しみ

にしておりましたので、私も残念でなりませ

ん。私は被害が大きかった益城町に住んでおり

被災後しばらくは、車中生活や避難所生活も余

儀なくされましたが、今では倒壊の危険性あり

の『赤紙』が貼られた家で、今も尚続く余震に

ビクビクしながらの生活ではありますが、少し

ずつ落ち着いてはきました。しかし、勤務先で

ある熊本市民病院は一部外来診療が始まったも

のの、多くの職員は避難所の救護や区役所の応

援・地域ボランティア活動を２４時間体制で頑

張っている状況で休みの希望も言えません。

今、私も被災した母子の支援に取り組んでいる

ところで、この不安な環境の中で育児を強いら

れる母子には、尚一層のきめ細やかな母子に寄

り添ったエモーショナルなケアーが必要と感じ

ています。この先、まだどうなるかわかりませ

んが、状況が許せばまたいつか卓話の機会を頂

けたら、幸いに存じます。人吉ロータリークラ

ブの皆様の益々の御活躍をお祈り申し上げま

す。 熊本市民病院助産師・IBCLC本田菜穂子 

 因みに、卓話の演題は「母と子の触れ合いか

ら始まる育児  ― 今、母乳育児を通して伝えた

いこと ―」何れ拝聴できる機会を楽しみにして

おきましょう。 

 さて、本田さんのメールからも分かるように

被災地はまだまだ復興の第一歩を踏み出すと

いったところです。 

 ということで、今日は本田会長エレクトに加

えて、被災当初から被災地支援をしている人吉

市社会福祉協議会勤務でアクト会員の緒方茜さ

んにおいで頂いて、現地の現状やボランティア

活動状況、更には今後の支援の在り方などを話

して頂く事と致しました。クラブとして、ロー

タリアンとして、事業所として、家族として、

個人として、それぞれに合った支援ができれば

と考えます。 

通算２８９１回 第４１例会 

 ２０１６年  ５月１３日 

     毎週金曜日 

 本日の進行 （目次）本日の進行 （目次）本日の進行 （目次）   
      

会長の時間 Ｐ１ 

幹事報告 Ｐ２ 

出席率報告、寄付の申し出、会務報告 Ｐ２ 

結婚誕生祝い、ロータリーの友紹介 Ｐ 2～3  

震災について 緒方茜さん・本田会員 P 3～４                              

 ﾆｺﾆｺ箱.Ｒ財.米山.奨学金 寄付カード  Ｐ４ 
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   幹事 水野虎彦 

 

【理事会の承認事項】 

  台北稻江RC100万南相馬RC(未定)からの義捐金 

 取扱いの件→ 熊本地震総合支援室義援金口座へ  

【連絡事項】 

・５月ロータリーレート１㌦＝110円。 

・野田ガバナーより平成28年熊本地震現状報告 

 第２報；①被害の大きかった７クラブ熊本りん 

 どうRC・熊本東RC・熊本東南RC・熊本城東RC・ 

 熊本平成RC・水前寺公園RC・熊本江南RC（他の 

 クラブについては調査中）②会員の事業所や自 

 宅では被害が大きかった方もあり、大きな怪我 

 は無かったとのこと。この７クラブでは今週（5 

 月9日の週）から例会を再開。③地区の義捐金口 

 座へは5月6日現在4,800万円義捐金が寄せられ 

 た。地区としては今後の被災現場のニーズを見 

 極めてロータリアンが一致団結して、復旧・復 

 興に対し奉仕活動や義捐金活用も含めて対応し 

 たい。今後もご支援ご協力をお願いしたい。 

・ガバナー月信5月号が地区ホームページに掲載。 

 地区指導者育成セミナーのパネルディスカッ 

 ションのパネラー延岡会長掲載 

【回覧物】 

 人吉医療センター広報誌「翔」 

 

  副委員長 大久保勝人 
 

 ≪ 寄付の申し出 ≫ 
 
水野虎彦幹事より長女

の結婚記念として、Ｒ

財団、米山記念奨学

会、人吉ＲＣ奨学基金

委員会へご寄付があり

ました。 

 

【親睦委員会】      委員長 原田知一郎 

【雑誌委員会】 
 
    ロータリーの友５月号紹介 

            紹介者 竹長一幸委員長 

 横組の方から、表紙は和歌山県の高野山です。 

弘法大師空海がこの地に道場を開いてから1200年

を迎え、昨年「高野山開創千二百年記念大法会」

が行われたそうで、その時の写真だそうです。 

 P3、RI会長メッセージとして「ロータリーの物

語は書き換えられなければならない」という記事

があります。ラビンドル会長は、ケニアでの水供

給設備の工事の失敗例を紹介し、女性の声を聞く

ことの重要性を説いています。そして、ロータ

リーに女性会員を迎え入れることの意義を語って

います。「女性差別を容認することは、ロータ

リーをまったく見当違いの組織へ追い込むことに

なるでしょう」と述べています。 

 P7～P13では、「子どもたち、若い人たちが夢

を持てる未来のために」というタイトルで特集が

組まれています。多くのロータリークラブで青少

年や子どもたちへ向けての奉仕活動を実施されて

います。その活動の様子が紹介されています。そ

の中から1つ紹介すると、宮崎の日向ロータリー

クラブでは、今年から統合される小学校の児童を

対象に、子供たちが仲良くなるきっかけになれば

と、理科の科学実験教室を開いたそうです。その

他、各クラブの活動が紹介されています。 

 P14～P17では、「異文化に接して ～青少年交換

派遣を通して」というタイトルで、日本から様々

な国へ派遣された交換留学生の海外での体験談が

紹介されています。その中から1つ紹介するとP17

で仙台からパリへ留学した女の子の体験談を紹介

します。昨年の8月から留学したそうですが、ま

だ生活にも慣れていない3か月後の11月にパリ同

時多発テロ事件が発生し、怖さと不安の中での生

活の様子が書かれています。海外に出るという事

は、単に語学や文化を勉強するだけではない、危

険な事もあるという事を痛感し、あらためて日本

の安全性を再確認したそうです。その他の皆さん

も海外で貴重な体験が出来たことに感謝されてい

ました。 

 P18～P20では、「This Close」というタイトル

でポリオ撲滅に取り組むロータリアンたちの活躍

を紹介しています。そのなかで熊本のロータリー

クラブが2つ紹介されています。熊本城東ロータ

リークラブと熊本南ロータリークラブの募金活動

の様子が紹介されています。 

 P21では「あなたのクラブに女性会員はいます

か」という記事があります。現在世界中のロータ

会   員   数   63名 本日の出席率 

出 席 免 除  5名  87.93％ 

欠 席 者 数 7名  5 / 6 出 席 率 例会取止め 

出 席 者 数 51名 補 填 数  

免除会員出席者数 0名 修 正 出 席 率   

＊届け出欠席  新堀・中村・有村・村田・田上・大久保 

        戸髙・尾上・本田・外山・堀川        

＊出席免除会員(b) 増田，愛甲，釜田, 岩本，齊藤 

＊メークアップ 地区大会；有馬・小林清・伊久美・鳥井 

        地区研修協議会；漆野 

        人吉ＲＡＣ；安達          

               ５月の誕生祝い 

  平田 フク会員    ９日   

 下田 文仁会員   ３１日  

 

 ５月の結婚祝い  

 井手 富浩会員    ３日   安方 晃会員    ３日 

 渡辺 洋文会員  ６日  岡 啓嗣郎会員  15日 

 中川 貴夫会員   18日  原田 知一郎会員  22日 

 村山 能史会員 28日  
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リー会員の約20％が女性会員だそうです。日本だ

けで見ると約5％しかいないそうです。この記事は

ロータリーの友の編集長（女性の方）が書かれて

おり、女性会員の必要性について述べています。 

 P37のガバナーのページでは2720地区 野田三郎

ガバナーの記事が掲載されています。「人生の豊

かさの一助に」というタイトルで、今年度の取り

組みと成果について述べられていますので、是非

ご一読ください。 

 縦組の表紙は沖縄久米島の「ハテの浜」だそう

です。久米島の東5キロにある砂浜だけの無人島

で、エメラルドグリーンの海と限りなく広がる砂

浜が美しく、映画「釣りバカ日誌」の沖縄編でも

登場したそうです。 

 P9～P12 わがまち・・・そしてロータリーでは

埼玉県の埼玉市が紹介されています。鉄道のこと

は詳しくないが、明治18年に大宮駅が開業してか

ら「鉄道のまち」として発展してきたそうです。

平成19年には鉄道博物館が開業し年間80万人の入

館者でにぎわっているそうです。それとさいたま

市はスポーツも盛んでサッカーではJリーグの浦和

レッズと大宮アルディージャの2チームがあり、地

域を挙げて応援しているそうです。その他、昨年

からは「埼玉国際マラソン」も開催しており、ま

すますスポーツが盛んな町になっているそうで

す。 

 その他、P13友愛の広場、P18卓話の泉、P22ロー

タリーアットワーク、などたくさんの記事が掲載

されていますので、ぜひご覧になってください。 

       

【プログラム委員会】＜震災について＞ 

 

    災害ボランティア活動について 

     人吉市社会福祉協議会  緒方  茜さん 

               （人吉ＲＡＣ） 

災害ボランティア活動とは 

 災害時にも、人の暮らしを支えるために、被災地

を勇気づける大きな力となる「ボランティア」はと

ても大切で、被災者の心に寄り添う活動として、被

災地の復興支援において重要な役割を果たしていま

す。熊本県社会福祉協議会の発表では、災害ボラン

ティアセンターに実際来て活動をした人は5/10現在で

約4万人と報告されています。 
 
  主な活動内容 

  ・救援物資の仕分け 

  ・物資調達、運搬 

  ・炊き出し 

  ・屋内、屋外の片づけ 

  ・被災住民の安否確認 

 現在本田節会員さんが行こなっておられる炊き出

し活動、また、倒れた家の周りの片づけや家の中の

家財を元に戻すボランティア活動、地元のボラン

ティアの皆さんは率先して被災住民の安否確認を行

なっている状況です。 

 避難所にいる子供たちと遊んだり、マッサージし

たり、足湯を行ったり、心を癒すようなボランティ

ア活動も行われています。 

 その他、理容(散髪)、 介護、お話相手・傾聴など

地震後時間が経ってから必要になってくる活動もあ

ります。その時期のニーズに応えたボランティアが

展開されております。 
 
災害ボランティアセンター 

 災害ボランティアセンターは社会福祉協議会単独

で設置することもあれば、ＮＰＯ、地域ボランティ

アと一緒にセンターを設立する場合もあります。   

活動の内容は、受入れと被災者が必要としている

ニーズの把握になります。 

 

 写真；職員の方がボラン

ティアに来た方たちに活動

内容を説明しているところ

のです。 

 

 

 

 これは被災された皆

さんにお配りしたチラ

シです。 

 私も4/22日災害ボラ

ンティアセンターが出

来た初日にセンターの

存在を知っていただく

ためのチラシ配りの作

業をしてきました。 

 

 

 

地図）現在熊本県内で災害ボランティアセンターを

設置している所  

 

  随時情報を公開しています。  

 ◆熊本県社会福祉協議会ホームページ 

  http://www.fukushi-kumamoto.or.jp/ 

 ◆熊本県ボランティアセンターTwitter�    

  https://twitter.com/kumavc 

 ◆熊本県災害ボランティアセンターFacebook�   

  https://www.facebook.com/kumashakyo/ 



 4 

熊本市の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  震災について 

                             本田 節 会員 

 熊本県を中心に2016年4月14日、16日に2度にわたり発

生した大きな地震。火の国未来づくりネットワーク

“ひとくまねっと”のところには、これまで長年共に

熊本の地域づくりを行ってきた被災した仲間達から、

「地元が大変だ」「水がない、食べ物がない、ガソリ

ンがない…」などと多くの多くの悲痛の声が届き、

「今、取り組まねば何が地域づくりといえるだろう

か」という思いで、必要なところへ必要なモノ・コト

を迅速にお届けし、被災された地域の皆様に少しでも

元気になってもらいたいと、目に見える支援活動を長

期的かつ持続的に行う活動をはじめました。 

  全国各地から頂戴した支援金と支援物資。これらを

元に4月17日の南阿蘇への物資のお届けを皮切りにこ

の間全6回の支援活動を行い、益城町や松橋等へ、温

かいご飯と汁物、甘いぜんざいなど、日頃の食卓をお

届けに行きました。また、支援を行う側が心も身体も

元気であることが大切であるため、この度の震災対応

にあたられている熊本県災害対策本部室への差し入れ

も行いました。 

 この度の支援活動にあたっては、全国より頂戴した

多大なるご支援が無ければ実施できておりません。地

震発生後すぐに東北からは頂いたお餅やお米を頂戴

し、またその他全国の地域づくりの仲間たちからガス

ボンベやオムツ等、沢山の物資を頂戴しました。人

吉の企業様からも調味料等をご支援いただいていま

す。  

 鹿児島の錦江町のＮＰＯ団体より軽トラックいっ

ぱいの採れたてお野菜を頂戴したこともありまし

た。そのお野菜は、人吉のボランティア団体の皆様

により、干し・漬け物・冷凍等、今後の炊き出し用

に長期的に活用すべく、様々な料理に加工し、真空

パックなどで保存しました。このように野菜を生産

された農家の想い、届けていただいたNPOの皆様の想

い、そして調理加工した人吉の皆様の想いが繋がり

合い、さらに大きな支援の輪となっています。 

 支援に参ると、こちら側としても元気をもらうこ

とはもちろんのこと、地域づくりの原点を見つめ直

す機会が沢山あります。引き続き命と心をつなぐ支

援として、ネットワークを活かして、今後も引き続

き活動を行って参りたいと思います。 

 

【寄付カード】    ﾆｺﾆｺ箱委員長 永尾禎規 
  
〈ニコニコ箱委員会〉 

・延岡会長 本田さん、緒方茜さん、急なお願い 

 でしたが、パワーポイントを準備してわかりや 

 すい説明ありがとうございました。ボランティ 

 アの必要性と難しさがありますね。葉山さんも 

 はなまるコンテナ受け入れご苦労様でした。ま 

 だまだこれから頑張っていきましょう。ところ 

 でお雑煮やぜんざいのお餅はいっぱい作って 

 引っ付かないのでしょうか？       

・下田会員 私ひとりの為にお祝いの歌をうたっ 

 ていただきとても緊張してしまいました。あり 

 がとうございました。４０代最後の年、がんば 

 ります。                

・原田会員 結婚記念品のお祝いを頂き有難うご 

 ざいました。              

・山田会員 早退します。         

  

〈米山記念奨学委員会〉 

・伊久美会員 米山記念奨学会に特別寄付いたし 

 ます。                 

 

      点 鐘 延岡研一会長 

 


